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　埼玉県の南に位置し東京都に隣接している川口市は、江戸時代より日光御成街道の川口宿が置かれ人々の往来が盛んでありました。
　昭和８年４月１日、埼玉県内で２番目という大変早い段階で市制施行を行った川口市は、今年で８６年目を迎えます。
　地場産業として鋳物工業があり、工業都市として発展してまいりました。その一方で、東京の都市拡大に伴い、宅地化への波も押し寄せてまいりま
した。近年、鋳物工場の移転や廃業に伴い、工場跡地では超高層マンションをはじめとする高層の建築物が建てられています。
　また、市内には JR武蔵野線、JR京浜東北・根岸線、埼玉高速鉄道と３線８つの駅を有し、市民の移動手段として重宝されております。
　現在、埼玉県内で２番目の人口を誇る川口市は、平成３１年２月１日現在、６０３，７５４人の市民が暮らしています。「安心・安全なまち」、「住
みやすく便利なまち」、「魅力あるまち」にして更に「選ばれるまち」を目指し、埼玉県内３番目となる中核市へと昨年移行致しました。今後益々住民
へのサービスが期待されます。
　このような魅力あふれる川口市の第１３代となる奥ノ木信夫市長にお話を聞いて来ました！！

こんな『まち』に住みたい。～埼玉県川口市～特
集

振興の拠点としての役割を先導しています。毎年１０月には市内産業が一堂に会し、「知ろう・使おう・
広げよう」をテーマに「川口市市産品フェア」を開催し、事業者間の交流や市民の皆様に川口市の産業に
ついて理解を深めていただくよう取り組んでいます。
　また、荒川、芝川、見沼代用水などから構成される水辺空間や、安行台地、見沼田んぼ、都市農地といった、
首都圏における貴重な緑地空間など、豊かな「水」と「緑」の資源を有しています。
　人口については、平成２９年１２月に６０万人を超え、政令指定都市を除くと全国で３番目に多い人口
を有する都市として成長を続けています。
　また、平成３０年４月に中核市への移行を果たし、埼玉県から約２２００の医療・福祉分野の権限が移
譲されました。新たに設置した川口市保健所では、６０万市民の目線に合った、きめ細かなサービスを提
供できるようになりました。また、市役所新庁舎１期棟の工事着手、火葬施設「川口市めぐりの森」の開
設と「イイナパーク川口」の一部供用開始、川口市立高等学校の開校と、「３大プロジェクト」においても、
全てが順調に進んでいます。
　全国的な少子高齢化による人口減少が進む中、ますます都市間競争が激しくなることが予想されます。
今後、中核市に移行したメリットをさらに実感していただけるよう、市民の皆様に「住んでよかった。便
利になった」と思っていただけるよう、「選ばれるまち　川口」を目指して様々な施策を展開してまいり
ます。

Ｑ１．川口市はどのようなまちですか？

Ｑ２．中核市に移行し一年が経過しました。川口市の将来の展望をお聞かせください。
　平成３０年４月に中核市へ移行したことは、選ばれるまちの実現を目指す川口市にとって大きな前進で
す。埼玉県から移譲された保健、福祉、医療分野など市民生活に密着した２２０９の事務権限を、自らの手で、
自らのまちの目線に合ったまちづくりに最大限に活用できるようになったからです。
　中核市移行により最も多くの事務が移譲された川口市保健所では、県保健所から身近な市保健所になっ
たことで、市民の皆様からの問い合わせや相談の件数が増えており、おたふくかぜワクチン費用の助成や、
特定不妊治療費の助成など、中核市移行に合わせて新規拡充した事業につきましても、多くのお問い合わ
せをいただいています。まちも市民も元気なまち川口！！
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めぐりの森

川口駅東口駅前

川口市市産品フェア

　これからも、地域の実情を把握しながら、６０万市民の目線に合ったきめ細やかな対応と施策を実施していきます。
　また、本市が３大プロジェクトと称する大規模事業も順調に進んでいます。
　平成３０年４月に旧市立高等学校３校の統合により川口市立高等学校が開校し、同じく４月に市内初の火葬施設「川口市めぐりの森」の開設と隣接
する赤山歴史自然公園「イイナパーク川口」の一部が供用開始となり、市民会館跡地に建設中の新庁舎１期棟は、２０２０年の完成を目指し工事が進
んでおり、１期棟完成後は、現在の本庁舎を解体し２期棟を建設する計画です。
　今年は、県内初の公立夜間中学となる芝西中学校陽春分校が４月に開設します。そのほか、医療の質の確保と利用者の利便性向上のための小児夜間
診療の拠点整備や、子どもの発達障害支援の中心的役割を担う（仮称）子ども発達相談支援センターの設置など、これまでの本市の課題を解決すべく
スピード感を持って取り組んでいきます。
　さらに、中距離電車の川口駅停車やＳＫＩＰシティへのＮＨＫ施設の誘致、新たな警察署の設置など、長年にわたり国や県とともに検討を重ねてい
る事項につきましても、実現に向けて引き続き取り組んでいきます。

　川口市は、北は県庁所在地であるさいたま市に、南は荒川を隔てて首都東京と隣接し、埼玉県の南の玄
関口として都心から１０～２０ km 県内に位置しています。この恵まれた立地に併せ、国道１２２号や東
北自動車道、首都高速川口線が南北に縦断し、東京外かく環状道路が東西を横断しています。鉄道もほぼ
三角形を形成するように JR 京浜東北線・JR 武蔵野線・埼玉高速鉄道が通っており、経済活動や市民生活
の面で大変利便性の高い立地環境です。

　「川口」という地名は、旧入間川（現在の荒川）と芝川が合流する場所であったことに由来するといわれ、鎌倉時代の作とされる「とはずがたり」、
室町時代の作とされる「義経記」に記された「小川口」という地名が現在の川口にあたるとされています。
　産業面では、大消費地である東京に隣接していることを背景に、伝統的な鋳物工業をはじめ、機械工業、木型工業などによる「ものづくりのまち」
として活気あふれる中小企業の集積が進んでおり、中小企業都市サミットで加盟７都市と活発に交流する等、我が国有数の産業都市として、日本のも
のづくりにおいて重要な役割を担っています。また、植木、花き、造園を中心とする緑化産業も川口市の特徴ある産業の一つであり、特に安行植木は
全国的に知られています。さらに、SKIP シティでは、インキュベートオフィスや映像などのコンテンツ関連の取り組みが活発に行われ、新たな産業

　平成 28 年に策定した第 5 次総合計画では、本市の人口は 2020 年に約 60 万人に達し、その後
減少に転じると推計していましたが、予想を上回るスピードで増加し 2017 年 12 月には 60 万人を
超え、その後も順調に推移しています。しかし、少子高齢化による人口減少は我が国が直面してい
る喫緊の課題であり、本市も早晩ピークアウトを向かえ減少に転じていくことは避けられないこと
と考えています。このため、都市の持続的発展に不可欠な自然増を担う子育て世代の定住促進強化
を目指し、子育て環境と教育環境の充実を図っています。
　まず、子育て環境の充実については、待機児童の解消に向けて、民間保育事業者の標準的な保育所整
備費負担額に対する市独自の補助や保育所用地として貸し出した土地に対する税制措置などの施策を講
じ、平成３１年４月には10,000人を超える認可保育施設の定員枠を確保するほか、保育士師の処遇改善
や幼稚園の長時間預かりの推進など様々な取り組みを行っています。

Q３. 少子高齢化は自治体にとって大きな問題です。
　　　若い世代を川口市に呼び込むような施策はありますか。

PR動画（お願い住んで川口市）



　教育環境の充実については、質問の 4 で詳しくお答えしていますが、昨年 4 月に開校した川口市立高等学校において、優れた人材の育成するための様々な
取り組みを行っています。また、昨年の猛暑で学校のエアコン設置の必要性が話題になりましたが、これに先がけ本市では、2017 年度までに市内の全小・中
学校の教室にエアコンを設置しました。
　こうした取り組みを行う一方、平成28年度からは定住促進に向けたシティプロモーションを展開しています。その一つとして、まずは1人でも多くの人に
本市を知ってもらうため、PR動画を作製してJRの車内モニターで流すといった試みを行いました。動画では本市の魅力として「都心へのアクセスの良さ」、「不
動産価格の安さ」、「買い物などの利便性」などを前面に打ち出し、子育て施策や緑が多く残る環境なども紹介しています。これらを本市のマスコット「きゅ
ぽらん」を使ったアニメーションで表現し、「ほぼ東京」などちょっと自虐的なところも受けて、ネットでの再生回数が現在 68,000 回を超えています。これ
は大手広告代理店を介さない自治体のPR動画としてはかなり多い数字で、何度かネットニュースや新聞などのマスコミにも取り上げられています。
　これからも、様々な施策を充実させそれをしっかりPRしていくことで、更なる選ばれるまちを目指していきます。

Q4. 学校教育について、具体的な施策がありましたら教えてください。

Q5. 人口が６０万人を超えました。要因がありましたら教えてください。
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芝川沿いの町並み

川口市立高等学校

体制の強化、公民館やスポーツセンターなど公共施設の耐震工事や老朽化への対策などにも取り組んできました。
　また、ここ数年シティプロモーションに力を入れており、特に若い世代に向けて積極的に川口市の魅力を発信
しています。
　これからも多くの方々に「住みたい、住み続けたい、住んでよかった」と言っていただけるまちづくりに取り
組んでいきます。

　川口市立高等学校は、旧市立高等学校３校（川口総合、川口、県陽）を再編統合し、それぞれの歴史と伝統を
踏まえつつ、これからの時代に対応する本市の教育のリーディング校として、隣接するSKIPシティ等とも連携し、
立地特性を活かした学校となることをコンセプトとし、平成３０年４月に開校しました。
　川口市立高等学校の施設計画の大きな特徴は、高校生活における様々な活動を通じて、互いに交流することで
賑わい、生徒一人ひとりの記憶に残る場となるように、中央広場から東側にラーニングストリート、西側にフィ
ジカルストリートからなる「キャンパスロード」が敷地を東西に貫くよう配置されます。また、校舎棟は、２階
から最上階までを吹き抜け空間とし、その上部に設置した膜屋根によって、明るく開放的なスペースが創り出さ
れています。
　現在は、校舎棟のみが供用を開始していますが、２０２０年１２月には大中小の３つのアリーナのほか、柔・
剣道場、合宿所等を備えたアリーナ棟２棟が竣工予定であり、その内、大アリーナ棟は、バスケットコート３面
分の広さで、４８０席の観客席を設置します。さらに、２０２１年８月には、第１校地に４００メートルトラッ
クのある人工芝グラウンドを、第２校地に野球グラウンド等を整備する予定となっています。
　教育面における主な取組としては、東京大学ＣｏＲＥＦとの連携による最新のＩＣＴ機器が装備された「空間
ＵＩルーム」、「アクティブ・ラーニングルーム」を利用したＩＣＴ活用授業の教職員研修や、お茶の水女子大学
との連携による理数科課題研究・海洋生物探究合宿、東京理科大学との連携によるＩＣＴを活用した
「次世代型教材」による学習等の実施があります。この他にも大学生チューターによる個別指導や大手予備校と連
携した英語集中講座等の多様な学習支援があり、２０２０年度以降の大学入試に対応する力の育成に取り組んで
います。
　グローバル人材の育成に向けた取組としては、２０１９年度からアメリカ・フィンドレー高校への長期留学が
実施されます。選抜された２年次生が、８月から翌年５月までホームステイをしながら現地の高校生と共に学び
ます。留学後は、学習した知識や経験等を持ち帰り、グローバルリーダーとしての活躍が期待されています。
　また、質問の２でも触れましたが、川口市では２０１９年４月に、県内初となる公立夜間中学「川口市立芝西
中学校陽春分校」を開設します。さらに、全国初の取組として新たに専用の校舎を建設し、２０２１年４月に移
転します。この夜間中学では、事情により義務教育の課程が修了できなかった方、学び直しを希望する方、日本
の教育課程を学びたいという外国籍の方を対象として、中学校の教育課程を中心に学習することができます。

リディア・ミハーリック
フィンドレー市長

東京大学CoREF との連携授業

川口駅西口のイルミネーション

Q6. 日光御成道の宿場として栄えた、旧川口宿や旧鳩ヶ谷宿、鋳物の伝統を生かした
街づくりやシティプロモーション等は実施されていますか？

　川口市内を南北に縦断する日光御成道は、江戸時代初期、徳川家康が祀られた日光東照宮に、将軍家が社参（参詣）
に向かう専用道として整備された歴史ある街道です。
　この街道は、中世からの鎌倉街道中道を基に整備されたといわれており、行程は、江戸本郷追分で中山道から分かれ、
岩淵、川口、鳩ヶ谷、大門、岩槻の５宿を経て、日光道中に合流する十二里余（約４８ｋｍ）を言います。日光社参は、
家康の祥命日である４月１７日にあわせて行われ、将軍の社参は、秀忠３回、家光９回、家綱２回、吉宗１回、家治１回、
家慶１回の合計１７回が確認できますが、平年は名代として大名や高家が代参しました。
　この日光御成道を主要幹線道路として街が形成され、川口宿・鳩ヶ谷宿は、御成道の重要な宿場として栄えました。
これを示す絵図面や道標など、多くの文化財が指定され、現代に伝えられています。
　特に川口宿の周辺は、荒川から鋳物に適した砂が採れたこと、大消費地江戸に隣接し、芝川舟運や日光御成道によっ
て結ばれていたことから、古来より鋳物業が盛んであり、沿道を鋳物屋が軒を並べ、街の賑わいに貢献しました。
現在では、旧川口宿と旧鳩ヶ谷宿では、宿場の様子や古道を紹介する案内板や、市神社など指定文化財を説明する説明
板を設置し、その歴史を紹介し、往時をしのぶことができます。
　また、地域の一体感の醸成、郷土愛の育成、地域経済の活性を目的として、御成道の 300 年の時を越える時代絵巻を
現代によみがえらせるべく、昨年は、「第３回 川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道まつり」を開催しました。総勢 1500 人の時
代行列が、訪れた多くの観客を魅了しました。

Q7. 地元不動産業者との連携などは、ありますか？
　埼玉県宅地建物取引業協会の川口支部、南彩支部と協定を締結し、連携して市保有地の活用や事業者の立地促進を図る「川口市土地バンク事業」
を実施しております。民間事業者の土地等需要に応え本市への進出の円滑化を推進していくことは、市内経済を活性化させ、好循環が期待できる重
要な事業と認識しております。
　また、川口市は定住人口の増加を目指して、様々なシティプロモーションを展開しております。その一環として、川口市の魅力を PR する冊子を発
行しておりますので、川口市に転入を希望するかたに対し、物件を紹介する際に併せて配布していただき、本市への定住促進を少しでも後押しでき
ればと思います。幸い、本市は２０１６年から２年連続で戸建住宅販売戸数が日本一になるなど、マンションとともに住宅需要が堅調で、それに伴
い人口も順調に増加しております。
　これまでも、不動産業者の皆様には行政の審議会等にも多くのご協力をいただいており、今後も皆様の現場で培った深い知見を市政運営に活かし
ていきたいと思っておりますので、引き続き市政運営にご協力をお願いいたします。

第三回 川口宿 鳩ヶ谷宿
日光御成道まつり道

　かつてのＪＲ川口駅周辺は、鋳物工場が集中する地域でしたが、昭和４０年代後半の第一次オイルショッ
クの後、工場の移転や廃業が相次ぎました。その工場跡地には都心まで 30分以内というアクセスの良さから
マンションが建設され、大型店舗の進出などにより商業地域としての賑わいが形成されました、その後、市
街地が川口駅前から郊外に広がり、東京のベッドタウンとして人口の増加が続いています。
　一方で、川口市は、荒川、芝川、見沼代用水などから構成される水辺空間や、安行台地、見沼田んぼ、都市農地といっ
た首都圏における貴重な緑地空間など、豊かな「水」と「緑」の資源を有しています。このような「水」と「緑」は、
人にうるおいとやすらぎを与える景観やレクリエーションの場としての機能はもちろん、環境保全や防災としての
機能も備えています。

　川口市は、埼玉県の南の玄関口として高速道や鉄道が通り、通勤や通学にも大変便利なエリアです。また、首都東京に隣接しており古くから
鋳物工業をはじめ機械工業木型工業が盛んなエリアでもありました。しかしながら、全国的な少子高齢化は既に始まっており、川口市も「都市
間競争」の激化を仰っていました。平成３０年４月には中核市となり、今まで県に確認を取っていた権限を市が出来るとのことで、市民に対し
て今まで以上の細かいサービスが出来るそうです。また、川口市では、子育て環境と教育環境の充実を図るべく待機児童の解消に向けて
10,000 人を超える認可保育施設の人数枠の確保と、保育士の待遇改善など市独自の補助等、画期的なシステムが伺えます。また、県内初とな
る公立夜間中学校の開設など、時代の先端を読み、今後必要とされる行政サービスを取り入れ、川口市の魅力をさらに高めています。これらま
ちづくりの原動力は、やはり市長の熱い想いだと思います。お会いした時も感じましたが、奥ノ木市長はパワフルという言葉が良くお似合いだ
と思いました。まさしく全身全霊でまちを創っていると。自身のHPにも「元気」をキーワードに人々の元気、まちの元気、産業の元気、地域の元気、
暮らしの元気をうたっておりました。１９９１年には川口市議会議員に初当選し、埼玉県議会議員を経て２０１４年に市長になられました。愛
するまちの為に！という姿勢を強く感じる事ができた取材になりました。

トップの熱い思いと強いリーダーシップがまちを変える！

　こうした利便性の高さや自然に親しめる環境が身近にあることは、川口市を選んでいただいている要因のひとつだと考えていますが、さらに多くの方々か
ら選ばれるまちを目指し、様々な事業に取り組んでいます。
　例えば、待機児童の解消に向け、民間が行う保育所の整備や保育士確保への支援策など子育て・保育環境の充実や、防犯カメラの設置などによる地域と一
体となった防犯対策の強化、豪雨による浸水を軽減するための下水道施設の整備などです。さらに、小・中学校全教室へのエアコン設置や医療センターの診
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支部長挨拶

各地区近況及び副支部長報告

　会員の皆様に於かれましては、日頃より当協会並びに当支部の活動に対しまして、ご理解ご協力を賜り、厚く御礼
申し上げます。昨年は、10 年後の未来ビジョンを掲げ、生活者、行政、そして、会員の方々と共に WIN,WIN の好
循環サイクルが実現できるような活動を行ってまいりました。会員の皆様にご理解ご協力を頂き感謝申し上げます。
　早速ですが、草加地区の近況報告をさせて頂きます。昨年ご協力頂いた草加市柿木地区産業団地整備事業に伴う用
地物件情報依頼の件ですが、事業計画も順調に進みようやく目途が付いたとの事でした。ご協力に感謝いたします。
　会員の皆様方は大丈夫でしょうか？管理している物件に反社会的勢力の方々が入居されていませんか？他人ごと

草加地区近況報告 副支部長 兼 草加地区地区長　木村　忠義

　八潮地区においては、公益社団法人の団体として、行政との宅地建物取引業に関する意見提言として八潮市民美化運
動推進協議会、他に６協議会等へ八潮地区会員を派遣しております。また、年１２回に及ぶ行政での不動産無料相談を
実施して、市民・消費者への不動産取引知識にかかる普及啓発及び安全取引にかかる情報提供活動を実施しております。 
　今後の課題として、少子高齢化により全国的に空き家対策が必要な時期になっているものと思います。報道などにも
あるように、全国に九州の面積に相当する未相続・土地所有者不明問題等の現在の現状において、各自治体も喫緊の課
題として取り組む時期に来ているとおもわれます。八潮市もその対策として、八潮市まちの景観と空き家対策セミナー
を、行政及び関係団体等と勉強会を平成31年 2月に行いました。
　また先日、行政・県宅連などにより要望がありました空き家問題解消サービス登録講習会を実施しましたが、無料相
談員他地区会員にもこの講習会の周知をして、今後の対策に取り組んでいきたいと思います。
　これらのことから、八潮地区で実施している八潮市の関係行政機関との意見交換会を開催し、今後も、行政に対して
不動産全般についての意見提言を実施してまいりたいと思います。

八潮地区近況報告　 副支部長 兼 八潮地区地区長　吉田　準一

　私は現在、宅建協会埼玉東支部より推薦を受け、三郷市都市計画審議会の委員として参加をさせて頂いております。
2 月に行われた審議事項の一つに「三郷市都市計画　用途地域の変更について」の審議がありました。これは三郷市内
に於ける市街化区域の第一種低層住居専用地域（一低層）について建ぺい率 50％が 60％に、容積率 80％が 100％に
緩和変更されるものであります。そして、一低層地域については今迄防火、準防火等の地域指定はありませんでしたが、
変更後は準防火地域の指定がされます。市内の一低層地域は、彦成周辺地域約 54.4ha、上口周辺地域約 62.8ha、谷口
周辺地域約 31.0ha、新和周辺地域 17.7ha の合計約 165.9ha の一低層地域があります。今年度より三郷市決定事項に
より施行されますので、重要事項説明書の記載の際は充分ご注意いただきたいと思います。ここで私の意見を述べさせ
て頂くなら、一低層地域を第一種住居地域等に更に緩和変更して頂ければ、更に土地利活用開発が促進され様々な面で
活気づくと思われます。以上、三郷地区の近況報告となります。引き続き、ご理解ご協力よろしくお願いいたします。

三郷地区近況報告　 副支部長 兼 三郷地区地区長　鈴木　邦男

　桜のつぼみも膨らむ季節となりましたが、会員の皆様におかれましては益々ご健勝の事とお慶
び申し上げます。日頃は支部事業運営にご支援、ご理解を賜り厚く御礼申し上げます。
又、２月１４日に開催されました３１年定時総会では上程されました全ての議案をご承認頂きま
して、誠に有難うございました。
　さて、県協会本部にて決定事項の会員減少による組織改革として本支部理事定数の削減の時期
が２０２０年度より実行されます。
　支部では委員会の統合等により２０２０年度より３委員会に変更になり委員長も３名になりま
す。役員削減によるサービス低下を軽減する為には、理事以外の各種委員の増員及び青年部・レ
ディス部の組織の強化を図って参ります。
　又、昨年度より始まりました「空き家問題解消サービス」につきましても「空き家対策プロジェ
クトチーム」組織を更に充実させ、各行政、県本部との連絡を密にし、会員皆様のご要望に応え
られる様、邁進して参ります。
　結びに今年も会員の皆様のご商売の繁盛と、ご多幸を祈念しご挨拶と致します。 支部長　榎本　隆雄

専務理事
専務理事：宗像　健慈
　会員の皆様、支部の専務理事を務め
ます宗像です。何時も支部事業にご協
力頂きありがとうございます。
　私からは先日参加した川口市と行政
の意見交換会を紹介させて頂きます。
　近年川口市には外国人居住者が増加
しており（ここ五年間で２．３万人から３．５万人と５０％増）、法改
正も行われることから、更なる増加が見込まれます。国別構成は１位
中国５８．５％、２位ベトナム９．２％、３位韓国７．８％と圧倒的
に中国人が多く在住しています。中国人居住は購入５０％賃貸５０％
と購入比率が高く、他の外国人には無い特色のようです。
　川口に外国人が集中した理由①東京に隣接していて交通の便がいい
②都心に近い割には家賃・地価が安い。③既に仲間が住んでいて地域
の情報がわかりやすい。以上の理由は私たちの地域にも合致します。
いずれは私たちの地域も多くが流入してくるでしょう。私たち宅建業
者はビジネスチャンスと捉え事前に準備をする必要が有ると思いま
す。
　川口市政からは私たち宅建業者に対しては、生活保護者の住居だか
ら、行政が費用を出すからなどと請求するような手法は出来るだけ控
えて欲しいと言っておりました。この様に財政負担が増えている状況
では当然の要望かもしれませんね。詳しい資料は支部事務局にＰＤＦ
データで保管しましたので遠慮無くお申しつけ下さい。

委員会役員報告 消費者相談兼法令遵守委員会
委員長：池永　幸生
　消費者相談委員会では、不動産無
料相談所を草加市・三郷市・八潮市
において例年通り開設することが出
来ました。宅建オープンセミナーは、
９月２２日に草加アコスホールに於
きまして空き家・アパートの新たな
改修方法と男女トラブルと不動産をめぐる問題をテーマとして開催致
しました。今年度は、越谷支部・埼葛支部との三支部合同で宅建オー
プンセミナーをサンシティ越谷市民ホールで開催致しました。講演は、
大下英治氏による田中角栄とニューリーダー政治と不動産についてで
した。１０月と１１月には、情報提供委員会と合同で各市の市民まつ
りにおいて無料相談所を併設した不動産フェアを開催致しました。
　法令遵守委員会では、１１月に指導員による事務所調査を草加地区
１５社、三郷地区１３社、八潮地区７社の合計３５社実施致しました。
対象となった会員の皆様のご理解ご協力ありがとうございました。
　以上のとおり、担当委員の皆様を始め会員の皆様のご支援ご協力に
感謝申し上げます。

総務財務兼広報啓発委員会
委員長：五十嵐　佳之
　本年度、総財務兼広報啓発委員会委
員長を務めております五十嵐佳之です。
　会員の皆様におかれましては当委員
会への活動のご理解ご協力感謝申し上
げます。
　総財務兼広報啓発委員会では埼玉東
支部の運営のサポートを始めとして、定時総会の準備や公益社団法人と
しての支部財政及び運営の適正化を引き続き行ってまいります。
　また、広報啓発委員会吉田副委員長と共に支部会員の皆様に充実した
内容の広報誌の提供が出来るよう努めてまいります。宜しくお願い致し
ます。

政策推進委員会
委員長：村上　昌已
　会員の皆様におかれましては、政策推
進委員会の活動にあたり、日頃よりご協
力を頂き誠にありがとうございます。
　今年度も昨年の秋に次の要望書・陳情
書を草加・三郷・八潮の各市・各市議会
に提出いたしました。
　これらを受け、八潮市（12/12）草加市 (12/18) 三郷市 (12/26) より、
それぞれの回答を受けました。要望・陳情内容の詳細につきましては支
部事務局にお問合せください。
　今後とも、当委員会では埼玉県宅建政治連盟と協力体制のもと、地域
の活性化と業界及び加盟業者の発展を目指して参りたいと考えますの
で、よろしくお願い申し上げます。

情報提供委員会

業務支援委員会
委員長：小勝　元貴
　日頃より、業務支援委員会の活動
にご協力をいただきありがとうござ
います。業務支援委員会では会員の
皆様へ向け、業務の向上等、様々な
発信を行っております。
　先日２月１４日（木）に行われま
した支部新年会では、多くのご来賓の皆様、そして会員の皆様にお越
しいただき、盛大に開催させていただきましたこと、この場を借りて
御礼させていただきます。ありがとうございました。
　担当させていただいている協同組合の加入については、引き続き会
員増強のため、様々なキャンペーンなどを企画し、継続した会員募集
を行わせていただきます。また、青年部・レディス部では、毎月継続
した研修会活動を行っており、不動産業務に関わる様々なこと、また
関連する楽しく役に立つ事業構築を行っております。毎月多くのオブ
ザーバーや異業種の皆様にご参加いただいておりますので、興味のあ
る方は、是非ご気軽にご参加ください。

ではありません！取引業務がより安心・安全に行えることを考え、以前から紹介している、公益財団法人埼玉県暴力追放センターへの人物照会を利用
してください！調査時間はわずか１０分位で電話にて回答が頂けますので助かります。みなさんご利用してみては如何ですか？「人物照会の申し込み
」等は事務局にありますのでぜひご利用をお願いいたします。住みよい地域づくりに！貢献！「町会自治会加入促進のお願い」草加市と当支部とで協
定を結んでいます「町会自治会加入促進」の更なるお願いをいたします！加入促進について草加市役所、自治文化部みんなでまちづくり課へご連絡の上、
加入のご協力をお願い申し上げます。以上でご挨拶並びに草加地区の近況報告とさせていただきます。

委員長：森　正見
　会員の皆様には日頃より情報提供委
員会の活動に対しましてご協力いただ
き誠にありがとうございます。下半期
の委員会活動としましては、10 月下
旬より、やしお市民祭り・草加ふささ
ら祭り、三郷市産業フェスタにて当協
会の PR活動と無料相談会を目的とした「不動産フェア」を開催し、天
候にも恵まれ大変多くの方のご来場をいただきました。また今年度よ
り、当地区内でも問題となってきております空き家問題への対応です
が、「空き家対策プロジェクトチーム」を発足し、行政サイドとの連携
を図り協定（八潮市締結済・草加市三郷市締結予定）を結ぶ等、実際
に動き出してまいりました。空き家問題の支部側の対応としては「空
き家問題解消サービス」の一層の向上を目指す為、3 月 1 日に不動産
無料相談員・参加会員を対象とした認定講習会を開催しました。これ
からも会員各位のご要望を伺いながら、研修会等を開催させていただ
きますので、皆様の参加をお待ちしております。
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宅建業免許更新、提出期間経過で

免許失効免許失効免許満了日の 90日前から 30日前まで
（協会経由：100 日前から 50日前まで）

要確認！

更新のための講習会は有効期限満了の 6か月前から受講が可能です。

宅地建物取引士証（宅地建物取引主任者証）の
有効期限は大丈夫ですか？

エリア情報（草加・八潮・三郷）

『中川やしおフラワーパーク』

『松並木遊歩道』

各エリアの最新情報や気になる情報を担当委員がお伝えするコーナーです

Soka

Yashio

Misato

Soka

Yashio

　私のパワースポットは南北にわたり 1.5 キロ
メートルも続く松並木遊歩道です。２０１４年
に名勝指定された松並木の松の本数はなんと
634 本です。昭和 62 年、この草加松原は「綾瀬
川と一体となった水と緑の美しい景観をもつ道」
として「日本の道百選」に選定されました。また、
昭和 63 年には「利根川百景」に、平成 16 年に
は「美しい日本の歩きたくなる道 500」に選ば
れるなど、多方面から注目される並木道です。
　私はこの遊歩道を日頃の運動不足を解消する
ために夜の予定がない日や休日の昼間には 2 往復しています。黙々と歩いていると松からパワーをもらっているのかはわかりませんが、明日
への活力となっています。皆様もぜひ訪れてみてはいかがでしょうか。

　私の八潮市のパワースポットといえば、「中
川やしおフラワーパーク」です。中川やしおフ
ラワーパークは地域活性化を目指すパワーアッ
プ計画に基づき中川の河畔に、花桃の木、菜の
花、コスモスなどを植え、四季を通じて市民の
憩いの場をつくり、結果として隣接する商店会
の活性化や、市外からの観光客誘致を図りまち
おこしに貢献しています。
　春が近づくにつれ、中川沿いを散歩している
ときれいな花や木などから元気がもらえる、そんな気がしてきます。地域活性という目的で作られたこの場所で私自身も活性出来る場所とし
て皆様にもお勧めです。運が良ければ羊にも出会えます。3月には花桃まつりも開催されますので是非１度お立ち寄りください。

今回のテーマは「私のパワースポット」をお伝えします！

日帰りバスツアー報告
　毎年恒例の支部旅行が平成 30年 11月 21日（水）に開催されました。
　３９名の皆様にご参加いただき、大人気「横須賀軍港巡り」から横浜中華街の「中華
三昧バイキング」ツアーを堪能することができました。
　「百聞は一見に如かず！」当日の写真を掲載させていただきましたので、是非ご覧く
ださい。参加いただいた皆様には思い出を振り返っていただき、その他の会員様には次
回の参加に繋がっていただければと思います。
　2019 年度は 1 泊～ 2 泊での旅行を現在検討しております。来年度も素敵な支部旅行
が執り行えるよう企画させていただきますので、是非、多くの皆様にご参加いただき、
会員同士の親睦を図っていただければと思っております。（担当：業務支援委員会）

松並木遊歩道 中曽根橋からみる綾瀬川

『三郷のパワースポット』 Misato
　私のパワースポットとして子供のころから友人と遊んだり縁日や写生会など、たくさんパワー
を頂いた彦倉虚空蔵尊を紹介します。
　彦倉虚空蔵尊は真言宗豊山派の寺院で、文明18年（西暦1486年）に古利根川（中川）の朝暮ヶ
淵に虚空蔵菩薩像が流着し、村民が堂宇一宇を建立したのが彦倉虚空蔵尊の始まりです。
　現堂宇は延享２年（西暦 1745 年）に再建されたもので関東三大虚空蔵尊として三郷市文化財
に指定されております。また、彦倉虚空蔵尊は「うなぎ供養のお寺」ともいわれ、加山雄三さん、
舞の海さん、風見慎吾さんが取材に来寺しテレビでも紹介されております。うなぎは虚空蔵菩薩
様の使者とか化身だと言う事で虚空蔵菩薩を祀る地域及び丑・寅生まれの人がうなぎを食べない
という伝承が日本全国で数十ケ所もあるといわれております。当地区三郷市彦倉でも言い伝えに
より住職をはじめ、今でもうなぎを食べない人がいます。
　うなぎの大好きな方、うなぎ関係業者等がうなぎを敬い、うなぎに感謝をするよう平成 17 年
にウナギ供養塔を建立し、うなぎ供養会が行なわれています。（石井住職より）
　また、特に丑・寅年生まれの方の守り本尊として、地域に密着した寺院として、当地方随一の
名刹寺院として多くの方の心のより処になっています。
　皆さん是非一度、何百年も続く歴史と厳粛な空気に触れに、そして有難いパワーを頂きに訪れ
てみて下さい。

彦倉虚空蔵尊

うなぎ供養塔

（草加地区担当：三輪 興之郎）

（八潮地区担当：古庄 正成）

（三郷地区担当：石原 正行）



新規入会業者及び退会業者

タマホーム (株 ) 
関東中央地区本部

草加市西町406-1
（草加３班）

代表取締役　玉木 康裕

TEL：048-911-5033 / FAX：048-968-1180

新規入会業者

埼玉東支部会員数　３３３社
（平成３１年３月現在）

草加１７４社・八潮６９社・三郷９０社

9 10

編集後記
　みなさんこんにちは。編集長の吉田浩士です。
　この度は、埼玉東支部News Letter「輝」第２１号をお読みいただきまして、誠にありがとうございました。
　本号では、我々埼玉東支部のお隣にあります川口市を特集いたしました。快く迎え入れていただきました奥
ノ木市長に改めて御礼申し上げます。さて、皆さんは「１１１０」ってご存知ですか？「川と口」を合わせると、
１１１と０になるという訳です。川口市では、１１月１０日を川口の日として、制定致しました。このような
取り組みも 1つのまち作りだと感じております。
　今回、川口市を特集するということで、私なりに事前にネットにて調査したところ、様々な魅力を容易に見
つけることができました。「魅力発信・定住促進」のサイト１１１０city.comは、時代の変化に対応するような、
柔軟さと情報の的確さ、そして面白さなど、非常に引き付けられるサイトでした。また、サイト内で
Youtube 動画も掲載しており、「お願い　住んで　川口市」は面白く拝見させていただきました。
　東京駅まで２３分！地価が安いなど我々不動産業者のようなコマーシャルをしており、本当に川口に人を呼
びたい、定住してもらいたいという意識の高さが伺えました。取材日にも感じたことですが、これも奥ノ木市
長のリーダーシップのなせる業だと改めて感じることができました。「常に行動すること、それは市民の為に」
PS. 奥ノ木市長も先日宅建免許の更新に宅建会館に行って来たそうです。

支部案内

公益社団法人 埼玉県宅地建物取引業協会　埼玉東支部
〒340-0003　埼玉県草加市稲荷 3-18-2

◆埼玉東支部ホームページ
https://www.takuken.or.jp/higashi

◆お問合せアドレス
saitamahigashi@takuken.or.jp支部事務局

編集長
吉田　浩士

平成31年定時総会を終えて
　平成３１年２月１４日草加駅前のアコスホールにて定時総
会・新年会が開催され無事に終了しました。
　今回はその舞台裏をちょっと紹介します。事務局においては
この日が活動の晴れの日と申しましょうか、一番大事な日です。
実は準備は４ヶ月以上前から取りかかっているって知っていま
したか？
　総会の審議事項は当該委員会、常務理事会、理事会を経てよ
うやく上程されます。議案書が皆様のお手元にちゃんと届いた
かどうかも電話で確認したりしています。
　総会リハーサルも事前に行い、発表の仕方等々練習をしてい
ます。
　新年会は来賓の選定とその出欠、会員の出欠確認とその集金、
料理の内容、イベントの内容等々数多くの事項を決定し、各役
員と確認をしております。
　すべてミスが無くて当たり前。
　今年も役員の皆様の協力をいただき無事に終了し、多くの会
員の皆様に喜んでいただけたようです。
　毎年同じ事をやっているようですが、細かいところでは色々
変更して如何に楽しんでいただけるかを考えております。
　今年の総会・新年会の感想や要望等ございましたら、お気軽
にお立ち寄りしてお聞かせください。今後ともよろしくお願い
します。（文：宗像健慈）

TEL：048-932-6767
FAX：048-932-6360

【事務局員紹介】

(株 ) 小山不動産 
草加駅西口支店

草加市氷川町2127-4
（草加1班）

代表取締役　中村　敏

TEL：048-920-0007 / FAX：048-920-0008

( 株 ) 小山不動産 
獨協大学前駅西口支店

草加市松原1-1-9 ハーモネスタワーB101

代表取締役　中村　敏

TEL：048-946-7500 / FAX：048-946-7600

( 有 ) グリーンホームズ
草加営業所

草加市稲荷2-37-3
（草加4班）

代表取締役　佐藤 博信

TEL：048-951-3874 / FAX：050-3737-0371

サンライズクリエイト（株）

草加市谷塚町1955-4
（谷塚２班）

代表取締役　末廣　幸太

TEL：048-922-2922 / FAX：048-945-5978

（松原１班）

　平成 31 年度定時総会に続いて、2 月 14 日（木）の 17:20 より新年会が開催さ
れました。三輪全政連会長をはじめ、議員の皆様、各市長の皆様や近隣地区の支
部長様や関係諸団体の皆様など、多くの来賓の皆様にお越しいただきました。
　新年会では、現在急ピッチで進められている「空き家対策問題」や各市町村で
の今後の取り組み、不動産業者への依頼など、多くの情報交換をすると同時に、
会員同士の新たな交流や、より深い交流を図ることができました。
　毎年恒例の抽選会では、アットホーム株式会社様より今話題の「ハズキルーペ」
をご協賛いただいたほか、支部長賞・副支部長賞・専務理事賞をはじめ約 60 人に
ギフトカードをご提供させていただきました。
　結びに、設営にご協力いただきました理事や委員会の皆様には、総会から新年
会の短い時間にもかかわらず、各担当をスムーズに行っていただけたことで、混
乱もなく新年会を始めることが出来たことに、心より感謝致します。
　来年度も多くの皆様にご参加いただける新年会になるよう努力して参りますの
で、引き続きのご支援ご協力よろしくお願いいたします。（業務支援委員会）

平成31年新年会

堀越　千景
まだわからない事ばかりですが、一日でも早くなれるように
頑張ります！現在は、恩地さん、岡村さんと私の３人体制と
なっていますので、お近くに来た際には、是非とも事務局へ
お立ち寄りください。「座右の銘」　get over it!

（株）ハウスマネジメント

草加市新栄3-19-18
（新田２班）　※川口支部より移動

代表取締役　水口　悦孝

TEL：048-934-9781 / FAX：048-934-9781

（株）ロンテック（東京都知事免許換え）
（株）コウキ
（株）小山建設　獨協大学前駅西口支店

免許換え
退会者
支店廃止

（株）共栄住建
彦江不動産
(有)ハートハウジング

・

三栄不動産(株) 

岡村　つかさ
平成３０年８月よりお世話になっております岡村つかさです。
このような業界は初めてで、分からない事ばかりですが、皆
さんよろしくお願いします。
事務局にお越しの際は、コーヒーを入れますね。
「座右の銘」　just do it!




